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愛媛
鳥
イ
ン
フ
ル
不
活
化
実
証

カ
ル
テ
ッ
ク
、
光
触
媒
で
効
果

カ
ル
テ

ッ
ク

（大
阪
市

一

中

央

区

、
染

井

潤

一
社

一

長
）
は
、
間
陽
子
東
京
大

一

学
大
学
院
特
任
教
授
や
宮

崎
大
学
と
共
同
で
、
光
触

媒
技
術
に
よ
る
高
病
原
性

鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ウ
イ

ル
ス

（Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｉ
）
の
不

活
化
効
果
を
実
証
し
た
。

光
触
媒
を

コ
ー
テ
ィ
ン
グ

し
た
ガ
ラ
ス
シ
ー
ト
に
同

ウ
イ
ル
ス
の
液
を
摘
下
し

て
光

を
当

て

た
試

験

群

と
、
光
触
媒
な
し
で
光
も

当
て
な
い
試
験
群
を
比
較

一

し
、
光
触
媒
の
あ
る
試
験

一

群
で
９０

ｏ
７
％
の
ウ
イ
ル

一

ス
不
活
化
率
を
得
た
。
実

証
結
果
を
養
鶏
場
向
け
光

触
媒
除
菌
脱
臭
機
の
開
発

に
生
か
し
、
１
１
２
年
後

の
製
品
化
を
目
指
す
。

光
触
媒
抗
菌
加
工
材
料

の
抗
菌
効
果
を
調
べ
る
日

本
産
業
規
格

（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｒ

ｌ
７
０
２
‥
２
０
２
０
）

一の
手
法
を
改
変
し
て
実
験

一し
た
。
光
触
媒
を

コ
ー
テ

い
耐
腐
食
性
を
持

つ
フ
ッ

素
樹
脂
塗
装
技
術

「タ
ケ

コ
ー
ト
」
の
開
発
を
機
に

特
殊
鋼
ボ
ル
ト

・
ナ

ッ
ト

の
ト

ッ
プ
メ
ー
カ
ー
に
飛

躍
す
る
礎
を
築
い
た
。

「経
常
利
益
率
１５
％
」

の
目
標
を
弘
忠
は
掲
げ
て

い
た
。
製
造
業
の
経
常
利

益
率
の
平
均
が
５
％
程
度

竹
中
製
作
所

（大
阪
府
　
と
も
言
わ
れ
る
中
、
高
い

東
大
阪
市
）
が

「高
付
加
　
目
標
だ
。
毎
年
、
期
初
に

価
値
経
営
」
を
掲
げ
て
約
　
売
上
高
と
経
常
利
益
の
年

鋤
年

　
こ
の
路
線
に
か
・
）

一三
≡
標
を

Ｌ
員
に
発
表
し

新
理
事
に
寺
下
氏
ら
３
氏

今
年
度
大
分
工
連
が
定
時
総
会
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レ
α
」層
壁
ぶ
ヌ
´，
ハス
フ
オ

イ
プ
ラ
イ
ン
や
特
別
高
圧

線
も
整
備
す
る
。
石
鎚
山

系
か
ら
流
れ
る
軟
水
が
豊

富
で
、
水
源
は
黒
瀬
ダ
ム

の
工
業
用
水
を
活
用
。
基

本
料
金
は
１
立
方
研
当
た

里
を
力
易
に
２
‘
ｑ
ん
力
″
´

県
内
進
出
企
業
に
限
度
額

３０
億
円
、
特
に
経
済
効
果

が
高
い
と
認
め
ら
れ
た
場

合
は
最
大
５０
億
円
の
奨
励

金
の
助
成
を
始
め
た
。
今

回
の
産
業
用
地
で
も
半
導

継
一一一地

盤
改
良
中
の

「愛
媛
県

東
予
港
西
条
地
区
産
業
用

地
」

（愛
媛
県
西
条
市
）

体
関
連
な
ど
の
誘
致
を
目

指
す
。

ィ
ン
グ
し
た
ガ
ラ
ス
シ
ー

ト
に
ウ
イ
ル
ス
液
を
滴
下

し
、

‐０
彙
ン
研
の
距
離
か
ら

光
を
１
時
間
照
射
。
そ
の

後
に
ウ
イ
ル
ス
を
洗
い
出

し

、
実

験

用

（
Ｍ

Ｄ

Ｃ

Ｋ
）
細
胞
に
１
時
間
感
染

さ
せ
た
後
、
２
日
間
培
養

し
て
プ
ラ
ー
ク

（斑
）
の

数
を
測
定
し
た
。

関
西
地
域
に
あ
る
畜
産

試
験
場
で
も
別
の
実
証
実

験
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

大
規
模
養
鶏
場
向
け
の
製

品
化
は
１
１
２
年
後
と
し

て
い
る
が
、
実
証
実
験
に

利
用
し
て
い
る
小
型
装
置

は
受
注
に
応
じ
て
販
売
で

き
る
。

【
大
分
】
大
分
県
工
業

連
合
会

（大
分
市
、
古
手

川
保
正
会
長
＝
古
手
川
産

業
会
長
）
は
、
大
分
市
内

で
２
０
２
５
年
度
定
時
総

上
ｌ
Λ

ヽ

‘

―
―

，5%４
１
１

漱~Tロ1益

会
を
開
い
た

（写
真
）
。

役
員
を
改
選
し
、
新
理
事

と
し
て
中
津
市
工
業
連
合

会
会
長
の
寺
下
満
氏

（Ｔ

Ｉ
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
社
長
）
、
佐

伯
市
工
業
連
合
会
会
長
の

西
嶋
真
由
企
氏

（
ニ
シ
ジ

マ
精
機
社
長
）
、
大
分
県

印
刷
工
業
組
合
理
事
長
の

平
岩
照
正
氏

（佐
伯

コ
ミ
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≡
≡
≡
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≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
三
≡
≡
≡
≡
〓

「か
け
声
だ
け
で
は
な
　
だ

っ
た
頃
か
ら
疑
間
を
抱

い
か
」
。
弘
忠
の
長
女
で
　
い
て
い
た
。
２
０
１
６
年

現
社
長
の
竹
中
佐
江
子
は
　
の
社
長
就
任
後
に
調
べ
る

こ

　

取
締
役
ボ
ル
ト
事
業
部
長
　
と
ヽ
過
去
２０
年
間
で
経
常

ｎ
υ

ｎ
ｖ

ｎ
υ

一
卜
‐

一

Ｊ

コ
ト

ケ
ク

タ
テ

ｒ

ノ
の
ナ

柱
ｒ

本

Ｊ

う
０

４
１

Ｃ
ク

．　
．「
ノ

ノ
′
υ
ヨ
Ｅ
一

出
も
目
指
し

て
お
り
、
こ
れ
ら
も
訴
求

材
料
に
す
る
。
問
い
合
わ

せ
や
現
地
見
学
は
県
経
済

労
働
部
企
業
立
地
課
が
対

応
す
る
。

E値経営が原動力

プ
ロ
で
も
、
楽
器
は
全
く

　

】
呵
１

素
人
の
集
団
が
オ
ル
ガ
ン

一■
■
■

製
作
に
挑
ん
だ
。
構
造
設
　
ｌ
′
′

計
か
ら
材
料
選
定
、
整
音

ユ
ニ
ケ

ー

シ

ョ
ン
ズ

社

長
）
の
３
人
を
選
定
し
た
。

ま
た
、

２５
年
度
の
工
業

功
労
者
と
し
て
宇
佐
特
産

（大
分
県
宇
佐
市
）
の
佐

藤
悟
社
長
を
表
彰
し
た
。

講
演
会
で
は
国
際
大
学
の

橘
川
武
郎
学
長
が

「今
後

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
中

小
企
業
」
と
題
し
て
講
演

し
た
。
そ
の
後
、
参
加
者

は
意
見
交
換
な
ど
に
よ
り

一交
流
を
深
め
た
。

利
益
率
１５
％
以
上
の
達
成

は
２
回
だ
け
だ

っ
た
。

佐
江
子
は
目
標
達
成

ヘ

の
道
筋
が
ぼ
ん
や
り
し
て

い
る
こ
と
が
原
因
と
み
て

い
た

。

そ

こ

で
、

ま
ず

「見
え
る
化
」
に
注
力
。

数
年
か
け
、
全
顧
客
の
月

別

の
売
上
総
利
益

（粗
利

益
）
を

一
覧
化
で
き
る
シ

ス
テ
ム
を
構
築
し
、

２２
年

度
に
導
入
し
た
。
利
益
率

２
０
２
５
年
大
阪

・
関

西
万
博
の
会
場
で
、
出
展

す
る
２４
の
国
内
パ
ビ
リ
オ

ン
が
連
動
し
た
七
夕
企
画

一

を
７
月
１
日
か
ら
１
週
間

一

実
施
す
る
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
や
パ

ナ
ソ

ニ
ッ
ク
ホ
ー
ル
デ

ィ

ン
グ
ス
な
ど
民
間
の
万
博

関
係
者
が
発
案
し
、
日
本

の
伝
統
行
事

「
七
夕
」
の

世
界
を
国
内
外
に
発
信
す

る
。
各
館
で
共
通
ポ
ス
タ

ー
を
掲
示
し
、
複
数
の
パ

ビ
リ
オ
ン
で
笹
飾
り
を
設

置
し
て
来
場
者
に
短
冊

へ

願
い
事
を
書
い
て
も
ら
う

択
と
決
断
を
迫

っ
た
。

２４
年
１０
月
か
ら
５
年
間

の
中
期
経
営
計
画
で
は
、

景
気
や
社
会
情
勢
に
関
係

な
く
毎
年
、
経
常
利
益
率

１５
％
以
上
を
出
し
続
け
る

こ
と
を
目
標
に
掲
げ
た
。

３０
年
代
に
は
目
標
を
２０
％

に
引

き

上

げ

る

つ
も

り

だ
。

「ど
ん
な
時
で
も
１５

％
を
出
す
に
は
も

っ
と
実

力
を
付
け
な
い
と
い
け
な

イ
ベ
ン
ト
な
だ

七
夕
企
画
は

民
間
パ
ビ
リ
オ

て
参
加
し
、
目

阪

ヘ
ル
ス
ケ
ア

ン
、
複
数
の
テ

品
質
管
理
国
一

コ

ス

メ

認

証

た

【
京
都
】
「

製
薬

（京
都
市

英
淑
社
長
）
け

器
産
業
に
特
ル

管
理
の
国
際
相

０
０
」
、
耐
勧

た

「
タ
ケ

コ
ー

ミ

ッ
ク
ー
」
、

境
に
対
応
で
き

テ
ク
ト
」
。
ｒ

柱
は
ボ
ル
ト

・

未
開
拓
の
分
暉

・
ナ

ッ
ト
以
蝶

理
で
も
幅
広
‐′、

る
。
現
在
、
プ

ト
チ
ー
ム
で
隼

規
開
拓
を
進
め

」
　

他
社
に
は
ネ

つ
　

■
二
〓事
、
´

の
高
い
仕
事
か
否
か
は

一
　

い
。
他
社
が
や
ら
な
い
ア

〓
コ
瞭
然
と
な

っ
た
　
　
　
　
と
、
つ
ま
り
わ
り

■
´́
１

万
博
で
七
夕

一

国
内
２４
館
が
凍
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